
〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

お
知
ら
せ
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検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
て
も
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う

も
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
つ
人
の

た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

持
つ
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
紹
介
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
熊
谷
検
察
審
査
会
事
務
局
（
さ

　
い
た
ま
地
方
裁
判
所
熊
谷
支
部

　
内
）
☎
０
４
８
―
５
０
０
―
３

　
１
１
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族

へ
援
護
一
時
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
、
援
護
一
時
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
平
成
26
年
４
月
１
日
以　
　
　

　
降
、
交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
県　

　
内
在
住
者

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳

以
下
の
人
で
、
保
護
者
が
交
通
事

故
に
よ
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を

負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10

　
万
円
（
１
回
の
み
）

給
付
時
期　
10
月
又
は
平
成
28
年　

　
４
月

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要
事　

　
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
と
共

　
に
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支　
　

　
店
へ
郵
送
又
は
持
参

※
申
請
書
類
な
ど
案
内
は
、
危
機

管
理
課
（
市
役
所
３
階
）、
総
務

課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
、
学

校
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限　

・
10
月
給
付
分　
８
月
31
日
㈪

・
平
成
28
年
４
月
給
付
分　
平
成　

　
28
年
２
月
29
日
㈪

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎　

　
０
４
８
―
８
３
０
―
２
９
５
８

本
庄
特
別
支
援
学
校
体
験
入

学
の
お
知
ら
せ

　
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が

学
ぶ
特
別
支
援
学
校
で
の
体
験
入

学
を
通
し
、
本
校
の
教
育
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
り
、
お
子
さ
ん

の
就
学
・
転
学
な
ど
に
つ
い
て
考

え
た
り
す
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ

い
。

高
等
部
体
験
入
学

日
時　
８
月
21
日
㈮　
午
前
９
時
～　

　

正
午

対
象　
特
別
支
援
学
校
中
学
部
又　

　
は
中
学
校
の
３
年
生
、
特
別
支　

　
援
学
校
中
学
部
又
は
中
学
校
を

　
卒
業
し
た
人
で
、
特
別
支
援
学　
　

　
校
へ
の
入
学
を
希
望
又
は
検
討

　
し
て
い
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者

内
容　
授
業
体
験
な
ど

小
・
中
学
部
体
験
入
学

日
程

①
小
学
部
（
対
象　
年
長
～
小
学　

　
校
５
年
生
）
９
月
16
日
㈬
、
17

　
日
㈭

②
中
学
部
（
対
象　
小
学
校
６
年　

　
生
～
中
学
校
２
年
生
）
９
月
28　

　
日
㈪
、
29
日
㈫

※
い
ず
れ
か
１
日
を
選
択

《
①
②
共
通
》

時
間　
午
前
中
１
時
間
程
度

内
容　
授
業
体
験
な
ど

★
埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校　

　
☎
�
３
７
４
７

 

平
成

  27
年
度
自
衛
官
募
集

◎
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　
男
子
：
随
時
、
女
子
：　

　

９
月
８
日
㈫
ま
で
受
付

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、　

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　
受
付
時
に
通
知

◎
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　
９
月
８
日
㈫
ま
で

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　
９
月
18
日
㈮
、
９
月
19

　
日
㈯
の
指
定
す
る
１
日

◎
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
付
期
間　
９
月
８
日
㈫
ま
で

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、　

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
９
月
23
日
㈷

※
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　
２
２
―
４
８
５
５

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
促
進
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

期
間　
８
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
車
に
乗

せ
る
と
き
は
、
取
扱
説
明
書
な
ど

に
従
っ
て
、
正
し
く
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
後
部
座
席
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
①

シ
ー
ト
に
深
く
腰
掛
け
、
正
し
い

姿
勢
を
と
る
、
②
肩
ベ
ル
ト
は
た

る
ま
せ
ず
、
首
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
、
③
腰
ベ
ル
ト
は
骨
盤

を
巻
く
よ
う
に
し
っ
か
り
締
め
る

な
ど
に
注
意
し
、
正
し
く
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

　
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

年
金
事
務
所
か
ら
「
離
婚
時

の
年
金
分
割
」
の
お
知
ら
せ

　

｢

離
婚
分
割
」
は
、
離
婚
な
ど
を

し
た
際
に
厚
生
年
金
の
保
険
料
納

付
記
録
を
当
事
者
（
元
夫
婦
）
間

で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
保
険
料
納
付
記
録
は
、
厚
生
年

金
を
受
け
る
と
き
の
年
金
額
の
基

準
と
な
り
ま
す
が
、
分
割
し
た
場

合
は
、
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け

る
厚
生
年
金
の
年
金
額
は
、
分
割

後
の
記
録
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
ま

す
。

　

｢

離
婚
分
割
」
を
す
る
際
は
、
年

金
事
務
所
に
て
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
が
、
原
則
と
し
て
離
婚
後

２
年
を
経
過
す
る
と
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
熊
谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８
―　
　
　

　
５
２
２
―
５
０
１
２

８
月
は
「
人
権
尊
重
社
会
を
め

ざ
す
県
民
運
動
強
調
月
間
」
で
す

　
子
ど
も
・
高
齢
者
に
対
す
る
虐

待
、
女
性
へ
の
暴
力
、
障
害
の
あ

る
人
・
外
国
人
へ
の
偏
見
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
な
ど
新
た

な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

｢

人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動｣

は
、
全
て
の
県
民
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
共
に

生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

県
・
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
県
民
総

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
運
動
で
す
。

～
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
ｉ
ｎ
川
越
」

日
時　
８
月
27
日
㈭　
午
前
10
時
～　

　

午
後
３
時
30
分

場
所　
ウ
ェ
ス
タ
川
越（
川
越
市
）

内
容　
菊
池　
桃
子
さ
ん
（
女
優
・　

　
戸
板
女
子
短
期
大
学
客
員
教
授
）

　
に
よ
る
人
権
講
演
会
、
南
古
谷　

　
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

　
る
演
奏
、
人
権
作
文
の
表
彰
・

　
発
表
、
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発

　
表
他

費
用　
入
場
無
料

※
入
場
は
先
着
順
で
、
事
前
申
込

は
不
要
で
す
。

★
埼
玉
県
人
権
推
進
課
☎
０
４
８
―　

　

８
３
０
―
２
２
５
５

戦後70年を迎えて
　今年は先の大戦終結から70年です。軍人軍属民間人
合わせて約300万人の国民の尊い命が短い期間の中で
一度に失われたこと、そして敗戦により外国の軍隊に
よる占領を受けたことは、我が国の長い歴史の中でも
未曾有の出来事で、二度と繰り返してはならない痛恨
の極みであり、今後も末永く歴史の鑑

かがみ

として記憶され
るべきです。
　戦後、日本人は廃

は い き ょ

墟の中から見事に立ち上がり、目
覚ましい経済発展を成し遂げました。また人類史上初
の核攻撃による大量殺

さ つ り く

戮の惨禍と平和の尊さを世界に
訴え続け、そして自由と民主主義、法による公正な社
会の実現に力を注いでまいりました。
　なぜ日本は短期間に復興できたのでしょう。まず、
過去から培われてきた勤勉でひたむきに努力する国民
性と、その国民の幸せと、平和な世界を希求される皇
室のご存在があったからでしょう。一方、米国の核の
傘の下で軍事よりも経済に専念できたという現実もあ
るでしょう。戦後70年を振り返るとき、敗戦にもかか
わらず維持された日本の美点と共に、国際情勢の冷厳
な事実を改めて認識すべきと思います。

　先の大戦は、太平洋・アジア各地で敵味方、また、
現地の住民も巻き込んで幾多の犠牲を出しました。
近隣諸国と我が国は歴史的及び政治的理由から今も
残念ながら軋

あ つ れ き

轢がある一方で、台湾、東南・南アジ
ア及び南洋の諸国などからは親日的な声も多く聞か
れます。それらの諸国も地域によっては当時非常に
苛
か れ つ

烈な戦場になりました。しかし、植民地支配から
の独立のきっかけをつくり、戦後一貫して国づくり
の支援を継続した日本を、率直に評価される人も数
多くおられます。
　今、我が国は米国の力の低下と中国の覇権的行動
に直面し、あらゆる事態に対応するための安全保障
体制を整備しつつあります。この動きを上記の諸国
が支持しているのは、日本のこれまでの歩みへの評
価と、変わりつつある国際情勢の中で自由と民主主
義に基づく平和で公正な社会の維持発展のため、そ
の果たすべき役割への期待が高まっているからであ
ると思います。
　戦後70年を迎える今、複雑多様な歴史の諸相に光
を当て今後の鑑とし、激動する世界の現実を見つめ、
我が国と世界の平和と繁栄のため努力することを誓
い、私の見解とさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　   本庄市長




